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（投稿の資格）

第１条

⑴ 筆頭著者は，日本女子体育大学の教員（名誉教授および非常勤講師を含む）およびそれに準ずる職員，大

学院生，大学院研究生，大学院修了生，その他専任教員の推薦状を有し，かつファカルティ・ディベロップ

メント委員会紀要編集専門部会（以下「紀要部会」という．）が認めた者とする．ただし，共著者はその限り

ではない．

⑵ 筆頭著者として投稿できる原稿数は，一編とする．

（投稿原稿の種類）

第２条

原稿は，未発表のものに限る．また，原稿の種類は，総説，論文，報告，資料とする．

（原稿の執筆要綱）

第３条

⑴ 原稿は，和文または欧文とする．また，原稿には欧文抄録（英・独・仏いずれか１カ国語）および和文抄

録をつける．

⑵ 原稿は，本文，図表，注及び註，引用文献，参 文献などを含めて全角20,000文字以内とする．図表につ

いては，大きさに応じて字数換算する．詳細については，執筆要綱「日本女子体育大学紀要投稿の手引き」

による．

（原稿の掲載）

第４条

⑴ 投稿原稿の採否は，紀要部会において決定する．

⑵ 紀要部会は，当該原稿に適した複数の査読者を指定して原稿審査を依頼し，審査担当者の評定に基づき原

稿掲載の可否を決定する．原則として査読者は学内者とするが，必要な場合には学外者にも依頼することが

ある．

⑶ 掲載論文１編につき別刷50部を呈する．それ以上の部数については，著者の実費負担とする．

第５条

「二階堂奨励研究」，「二階堂学園在外派遣」および日本女子体育大学「共同研究」等の補助を受けて行った研究

等を投稿する場合には，文末にそのことおよびその年度を明示する．

第６条

著作権

日本女子体育大学紀要に掲載された論文の著作権は，日本女子体育大学に帰属する．投稿者は，その著作権の

日本女子体育大学への移転を了承し，所定用紙に明記する．

第７条

ファカルティ・ディベロップメント委員会人を対象とする実験・調査等に関する専門部会（以下「倫理部会」

という．）の審査を必要とする内容の原稿は，必ず倫理部会の承認を得，承認番号を記載する．

附則

この規程は，平成27年６月１日から施行する．
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